
創作 小・中学校や『高校生の音楽 1』で経験した創作を基礎に，
高校生がイメージをもって取り組むことのできる題材を取り上げました。

資料 音楽の授業ではもちろん，クラブ活動などのさまざまな音楽シーン
でも役立つ充実した資料を掲載しました。

創
作

サウンド系のBGM メロディー系のBGM

演劇 映像朗読
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BGMをつくろう
音素材や音階の特徴を生かして音楽をつくろう

＊BGM：バックグラウンド ミュージック（背景に流れる音楽）のこと。

　朗読，演劇，映像などに，場面の雰囲気に合ったBGMをつくって付けてみましょう。

ここではBGMを大きく２つのタイプに分けて考えてみましょう。

打楽器などの音素材を中心に，短い“音の
まとまり”（ここでは「サウンド ピース」と
呼ぶ）を反復しながら音楽をつくる方法。

オリジナルのメロディーをつくり，
それを自分たちで演奏できる楽曲に
仕上げる方法。

ココと
…

ココに…

BGMを付ける対象を選ぶ

BGMを付ける場面を選ぶ

付けるBGMのタイプを選ぶ

準備 1

準備 2

準備 3

BGMは多すぎるとかえって
効果が薄くなることがある
ので気を付けよう。

私たちのグループ
は，『走れメロス』の
朗読にBGMを付け
ることにしました。

創
作

サウンド系のBGMをつくる

メロディー系のBGMをつくる ①

29

　
愛
す
る
友
は
、
お
ま
え
を
信
じ
た
ば
か
り
に
、
や
が
て
殺
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
お
ま
え
は
、
稀き

代た
い

の
不
信
の
人
間
、
ま
さ

し
く
王
の
思
う
壺つ
ぼ

だ
ぞ
、
と
自
分
を
叱
っ
て
み
る
の
だ
が
、
全

身
萎な

え
て
、
も
は
や
芋い
も
虫む
し
ほ
ど
に
も
前
進
か
な
わ
ぬ
。
路
傍
の

草
原
に
ご
ろ
り
と
寝
こ
ろ
が
っ
た
。
身
体
疲
労
す
れ
ば
、
精
神
も

共
に
や
ら
れ
る
。
も
う
、
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
、
勇
者
に
不
似

合
い
な
不ふ

貞て

腐く
さ
れ
た
根
性
が
、
心
の
隅
に
巣す

喰く

っ
た
。

（
太
宰 

治『
走
れ
メ
ロ
ス
』か
ら
）

場面の雰囲気に合いそうな音素材を選ぶStep 1

打楽器 身の回りの物 体

●太
だ
宰
ざい
 治
おさむ
(1909～1948)は，昭和時代の小説家。井

い
伏
ぶせ
鱒
ます
二
じ
に師事し，戦後は「無

ぶ
頼
らい
派
は
」を代表する作家として活躍した。

　主な作品に，『走れメロス』『斜陽』『人間失格』などがある。

選んだ音素材を用いて，「サウンド ピース」をつくるStep 2

▶先を急ぐ気持ち ▶時間の経過を暗示する音

▶「もう，どうでもいい」という心

▶重度の疲労
クラベス

大太鼓

トライアングル

シンバル

▶疲労（波のように押し寄せる）

▶睡魔

マレットの柄のほうで打つ

　
メ
ロ
ス
は
腕
に
唸う
な
り
を
つ
け
て
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
頰
を
殴
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
、
友
よ
」二
人
同
時
に
言
い
、
ひ
し
と
抱
き
合
い
、
そ
れ
か
ら

嬉う
れ
し
泣
き
に
お
い
お
い
声
を
放
っ
て
泣
い
た
。

　
群
衆
の
中
か
ら
も
、
歔き
ょ

欷き

の
声
が
聞き
こ

え
た
。
暴
君
デ
ィ
オ
ニ
ス
は
、
群
衆

の
背
後
か
ら
二
人
の
様
を
、
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
て
い
た
が
、
や
が
て
静
か

に
二
人
に
近
づ
き
、
顔
を
あ
か
ら
め
て
、
こ
う
言
っ
た
。

「
お
ま
え
ら
の
望
み
は
叶か
な

っ
た
ぞ
。
お
ま
え
ら
は
、
わ
し
の
心
に
勝
っ
た
の
だ
。

信
実
と
は
、
決
し
て
空
虚
な
妄
想
で
は
な
か
っ
た
。
ど
う
か
、
わ
し
を
も
仲

間
に
入
れ
て
く
れ
ま
い
か
。」

（
太
宰 

治『
走
れ
メ
ロ
ス
』か
ら
）

場面の雰囲気に合いそうな音階を選ぶStep 1
長調の音階

日本の音階

短調の音階

選んだ音階の中で，音の動きを何通りかイメージしてみるStep ２
ハ長調の音階による例

連続して上行
下行して少し上行

大き
く跳
躍 小さく上行 連続して下行

例1

例

例2

など

主人公が身体の疲労に
負けて，くじけそう
になる様子を表現し
たいと思います。

109ページを参照しながら，
それぞれの音階を実際に演奏
して，感じの違いを味わおう。

友情を高らかにたたえる
ような様子を表現して，
テーマ曲としても使いた
いと思います。

創
作

創
作

イメージした音の動きを基にして，拍子やテンポを工夫して
何通りかのメロディーをつくってみる 「メロディー系のBGMをつくる①」でつくった曲を

編曲して，自分たちで演奏できる楽曲に仕上げる
Step 1

友情～『走れメロス』のテーマ～
音のまとまりを素直に生かすと……

大きく波打つような雰囲気にすると……

より明るい感じになるようにリズムを工夫すると……

キーボード①
（ブラスの音色）

キーボード②
（ブラスの音色）

キーボード③
（ストリングスの音色）

キーボード④
（ベースの音色）

もう１つのパートを加えてみる

Step 3

a

a

b

b

Step 4

実際に演奏して発表し合い，
互いに意見を交換しよう。

●何度も演奏しながら仕上げていきましょう。
●楽譜に書いたり録音したりして記録しましょう。

Let’s Play !

メロディー系のBGMをつくる ②

例3

例4

例5

例6

例7

30 31

変奏について 下の例のようなさまざまな方法を用いて，元のメロディーを変化させることを「変奏」といいます。

元のメロディー

変奏の例①

変奏の例②

変奏の例③

長調のメロディーを短調に変える

のメロディーを に変えて，テンポを遅くする

元のメロディーにない音を加えたり，リズムを変化させたりする

「サウンド ピース」の組み合わせ方や反復の仕方などを工夫してBGMをつくるStep 3

A B愛する友は，おまえを信じたばかりに…… 路傍の草原にごろりと寝ころがった。……

休み（先を急ぐ気持ちがなくなる）

（A に比べて時の
　流れがゆっくりに）

例

例

反復，変化，対照などの
構成を工夫して，まとま
りのあるBGMにしよう。

変奏すると元のメロディーとは
違った雰囲気の音楽になるので，
いろいろな場面に合わせて使う
ことができるようになるね。

キーボード４台で演奏
できるように編曲して
みました。

　　　　　の　　  を基に，
３通りのメロディーを考
えてみました。

　　　　の　　　を基
に音の重なり方を工夫
してみました。

※この段階で完成としてもよい。

※「メロディー系のBGMをつくる①」を省略し，既成の曲を用いて
　この活動だけを行ってもよい。

Step 2 例2

Step 3 例5

A

資
料

資
料

音 符 名　前 長さの割合（　を１拍とした場合） 休 符 名　前
＊全 音 符

付点２分音符
２ 分 音 符
付点４分音符
４ 分 音 符
付点８分音符
８ 分 音 符
16 分 音 符

全 休 符
付点２分休符
２ 分 休 符
付点４分休符
４ 分 休 符
付点８分休符
８ 分 休 符
16 分 休 符

４拍
３拍

２拍

１　拍12

１拍

拍３４

拍１２

拍１４

大
譜
表

は に ほ へ と い ろ ハ ニ ホ ヘ ト イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト イ ロ ハ

ひらがな音
カタカナ音 中央ハ

１点音
２点音

３点音

日 本 語

ドイツ語

英 語

ハ　ニ　ホ　ヘ　ト　イ　ロ 嬰
ハ
えい

嬰
ニ

嬰
ホ

嬰
ヘ

嬰
ト

嬰
イ

嬰
ロ

変
ハ

変
ニ

変
ホ

変
ヘ

変
ト

変
イ

変
ロ

C　D　E　F　G　A　H

C　D　E　F　G　A　B

Cis Dis Eis Fis Gis Ais His Ces Des Es Fes Ges As B
ツェー デー エー エフ ゲー アー ハー ツィス ディス エイス フィス ギス アイス ヒス ツェス デス エス フェス ゲス アス ベー

C　D　E　F　G　A　B C　D　E　F　G　 A　B

（シャープ ： 嬰記号）…半音高くする （フラット ： 変記号）…半音低くする
（ダブルフラット ： 重変記号）…全音低くする（ダブルシャープ ： 重嬰記号）…全音高くする

（ナチュラル ： 本位記号）…もとの高さに
※ハ・ニ・ホ・ヘ・ト・イ・ロの代わりに，音名としてド・レ・ミ・ファ・ソ・ラ・シを用いることがある。

拍子の種類

単純拍子

複合拍子

２拍子系 ３拍子系 ４拍子系

…全音 …半音

ハ音を主音とする長音階＝ハ長調の音階

ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド

長音階
階名…

主
　音

第
２
音

第
３
音

第
４
音

第
５
音

第
６
音

第
７
音

主
　音

短音階（自然的短音階）
階名…

イ音を主音とする短音階＝イ短調の音階

ラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ

主
　音

第
２
音

第
３
音

第
４
音

第
５
音

第
６
音

第
７
音

主
　音

5拍子

7拍子

（例）

和声的短音階（イ短調） 旋律的短音階（イ短調）
〈上行形〉 〈下行形〉

主
　音

主
　音

主
　音

主
　音

主
　音

主
　音

第
７
音

第
６
音

第
６
音

第
７
音

第
７
音

ヘ長調の場合

ド（長音階） レ ミ ファ ソ ラ シ ド

ヘ ト イ ロ ハ ニ ホ ヘ

ヘ ト イ 変
ロ

ハ ニ ホ ヘ

ヘ ト イ 変
ロ

ハ ニ ホ ヘ

ハ長調
ト長調

ニ長調

イ長調

ホ長調

ロ長調
変ト長調／嬰ヘ長調

変ニ長調

変イ長調

変ホ長調

変ロ長調

ヘ長調

（変ハ長調）（嬰ハ長調）

イ短調
ホ短調

ロ短調

嬰ヘ短調

嬰ハ短調
嬰ト短調

変ホ短調
嬰ニ短調

変ロ短調
ヘ短調

ハ短調

ト短調

ニ短調

（嬰イ短調） （変イ短調）
調号のいちばん右の　の音がファになる。 調号のいちばん右の　の音がシになる。

長調（ドが主音）→変ホ長調
短調（ラが主音）→ハ短調

長調（ドが主音）→イ長調
短調（ラが主音）→嬰ヘ短調

= =

　系の調の場合 　系の調の場合
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※５拍子，７拍子など，混合拍子と呼ばれる
ものもある。

拍子記号は，1拍に数える音符の種類を分母に，1小節内の拍の数を分子に表記する。

ハ・ニ・ホ・ヘ・ト・イ・ロの7つ
の音を幹音といい，変化記号（ ・
・ ・  ）が付けられた音を派生音
という。

上のAとBは，鍵盤上では同じ音で
あるが音名が違う。変化記号が付け
られた音は，派生音となる。

A B

短音階には，自然的短音階の他に和声的短音階と旋律的短音階がある。

…全音 …半音

全音と半音の見分け方

隣り合った白鍵と黒鍵，黒鍵を挟まず
に隣り合った白鍵どうしを半音と呼ぶ。
半音２つ分を，全音と呼ぶ。

楽典

※ハ・ニ・ホ・ヘ・ト・イ・ロの代わりに，音名としてド・レ・ミ・ファ・ソ・ラ・シを用いることがある。

ハ 嬰ロ

＊全休符は， 　以外の拍子でも，１小節間休む場合に用いられる。

２分音符や４分音符な
どを３等分してつくら
れる一群の音符を３連
符という。

2分音符

4分音符

3等分
すると

3等分
すると

※終止感を強めるために第7音を半音高くする。
この第7音の変化は臨時記号を用いて書く。

※旋律的短音階の上行形は，第6音と第7音を半音高くする。下行形は，自然的短
音階と同じ音になる。この第6音と第7音の変化は，臨時記号を用いて書く。

ヘ音を出発点として幹音（白い鍵盤の音）を１オクターヴ並べると，
ロ音が長音階から外れてしまう。

ロ音を半音下げて変ロ音にすると，長音階になる。

変ロ音が出てくる度に　を付けるのは大変なので，音部記号（　や　など）の
右隣に　を書く。これを「調号」という。

付点はもとになってい
る音符や休符の半分の
長さにあたる。した
がって，点の付いた音
符や休符の長さは，も
とになっている音符・
休符の1.5倍になる。

付点

付点音符 付点休符

調号のいちばん右の　や　がどの高さにあるかによって，
調を見分けることができる。

※日本の音階の理論にはいくつかの種類があり，ここに示したのはその一例である。

民謡音階都
みやこ

節
ぶし

音階 律
りつ

音階 沖縄音階
（全てニ音から始めた場合）■の部分の音が音階によって異なっている。

箏
そう
曲
きょく
や三

しゃ
味
み
線
せん
音楽など，江戸時代に

発展した音楽の基本となる音階
雅
が
楽
がく
など，古代中国から伝来し

た音楽の基本となる音階
民謡やわらべ歌でよく使われる
音階

沖縄地方の伝統音楽や民謡でよく
使われる音階

 …長調の主音
  …短調の主音

調の見分け方

大譜表と音名

音符と休符

長音階と短音階

日本の音階

調
●調号 （ヘ長調を例とした場合）

●調号と主音

拍子 文
学
な
ど

そ
の
他

世
界
の
出
来
事

西
洋
音
楽
の
流
れ

日
本
音
楽
の
流
れ

日
本
の
出
来
事

古代 中世 ルネサンス バロック 古典派

古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 江戸

1600 1700 1800500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 （1850）

美
術

建
築
な
ど

安土・桃山

音
楽
史
年
表

ロマン派

音楽史年表

●538/52？  仏教の伝来
●593  聖徳太子が摂政になる

●645  大化の改新
●710  平城京遷都

●794  平安京遷都
●894  遣唐使の廃止

●1016  藤原道長が摂政になる
●1086  白河上皇の院政開始

●1156  保元の乱，平治の乱（59） 
●1192  源頼朝が征夷大将軍になる 

●1221  承久の乱

●1338  足利尊氏が征夷大将軍になる

●1467  応仁の乱（～77） 

●1549  キリスト教の伝来
●1590  豊臣秀吉の全国統一

●1603  徳川家康が征夷大将軍になる
●1641  鎖国体制固まる

●1716  享保の改革（～45）
●1772  田沼意次が老中になる

●1787  寛政の改革（～93）
●1841
　天保の改革
　（～43）

●752  東大寺大仏開眼会

せい  い

じょうきゅう

おきつぐ
●1392  南北朝の合一

せっしょう

ほうげん

たかうじ

てん ぽう

法隆寺玉虫厨子
法隆寺金堂

古事記／日本書紀
万葉集

正倉院宝物
唐招提寺金堂

古今和歌集／枕草子（清少納言）
和漢朗詠集／源氏物語（紫式部）

高野山聖衆来迎図／平等院鳳凰堂
醍醐寺五重塔

新古今和歌集／方丈記（鴨長明）
平家物語／徒然草（兼好法師）

東大寺金剛力士像（運慶他）
円覚寺舎利殿

太平記／風姿花伝（世阿弥）
御伽草子／閑吟集

ふう  し    か  でん

お  とぎぞう し かんぎんしゅう

ほうもつ

とうしょうだい   じ

こう   や    さんしょうじゅらいごう  ず

だい  ご     じ     ごじゅうのとう えんがく    じ   しゃ    り   でん
四季山水図（雪舟）
鹿苑寺金閣／慈照寺銀閣

さんすい らくちゅうらくがい  ず びょうぶ か  のうえいとく

洛中洛外図屏風（狩野永徳）
姫路城

南蛮文化／茶道／華道

好色一代男（井原西鶴）／奥の細道（松尾芭蕉）
平家女護島（近松門左衛門）

にょごのしま

紅白梅図屏風（尾形光琳）
見返り美人図（菱川師宣）

ひしかわもろのぶ

儒学や諸学問の発達

蕪村七部集（与謝蕪村）／雨月物語（上田秋成）
仮名手本忠臣蔵（二世竹田出雲他）

ぶ  そん

か   な   で  ほんちゅうしんぐら

五常（鈴木春信）
雪松図屏風（円山応挙）

ご じょう

まるやまおうきょ

蘭学や国学の発達
藩校や私塾などの増加

なんそうさと み  はっけんでん
南総里見八犬伝（曲亭馬琴）
東海道四谷怪談（鶴屋南北）

富嶽三十六景（葛飾北斎）
ふ がく

大日本沿海輿地全図（伊能忠敬）
よ  ち

鎌倉仏教の成立

ろくおん じ じ しょう じ

元禄文化飛鳥文化 国風文化 鎌倉文化 室町文化 桃山文化 宝暦・天明期の文化 化政文化天平文化
う げつまくらのそう  し　     せいしょう  な   ごん かものちょうめい

つれづれぐさ

さいかく ばしょう よ   さ    ぶ  そん あきなり

よつ や

ば  きん

たまむしのず   し ほう おうどう

枯山水の庭園

こうりん
かつしかほくさい

かれさんすい ただたか

むらさきしき  ぶ けんこうほう し

うんけい せっしゅう

ちかまつもん   ざ    え   もん

らんがく

貴族社会の音楽の興隆 武家社会の音楽の興隆

◉日本固有の歌舞が行われていた
◉中国や朝鮮半島などから
　さまざまな音楽が伝来する

◉大宝令（701）により宮廷の音楽をつかさどる雅楽寮が設置される
◉東大寺大仏開眼会（752）で日本古来の音楽，渡来楽舞，散楽，声明などが披露される

◉渡来楽舞の国風化，唐楽（左舞）と高麗楽（右舞）に大別される

◉貴族文化の中から管絃，催馬楽，朗詠が生まれる

◉田楽，猿楽，今様が流行する

◉平家（平家琵琶・平曲）が生まれる
◉観阿弥，世阿弥が能の基本的な
　形を整える

◉修行としての尺八が
　演奏されるようになる

たいほうりょう うたまいのつかさ

かいげん え

さい  ば   ら ろうえい

でんがく さるがく いまよう

かん  あ   み ぜ   あ    み

文化の変革期 町人社会の音楽の興隆

◉三味線の伝来，琵琶の影響でさまざまな改良がなされる
◉賢順が筑紫箏を大成する
けんじゅん つく  し    ごと

◉さまざまな人形浄瑠璃が流行する
じょう    る           り

◉出雲のお国によるかぶき踊が流行する
◉能が幕府の式楽になる（1618）

◉八橋検校が箏曲の基礎をつくる
やつはしけんぎょう そうきょく

◉成人男性による野郎歌舞伎が生まれる
や  ろう

◉竹本義太夫が義太夫節による人形浄瑠璃を始める
ぎ   だ  ゆう

◉歌舞伎から市川団十郎や坂田藤十郎などの
　名優が登場する

だんじゅうろう とうじゅうろう

◉生田検校らによって生田流箏曲が興隆する
いく  た けんぎょう

◉義太夫節による人形浄瑠璃の演目が歌舞伎でも上演されるようになる
◉玉城朝薫が組踊を始める（1719）
たまぐすくちょうくん くみおどり

◉初世黒沢琴古が琴古流尺八の基礎をつくる
くろさわきん こ

◉山田検校が山田流箏曲を始める

◉歌舞伎で，立役（男性の役を演じる
　俳優）も舞踊を踊るようになる

おどり

日本音楽の源流 アジア大陸音楽の輸入と消化

さんがく しきがく

かんげん

しょうみょう

とうがく こ   ま  がく

び　わ

いずも

しゃ  み  せん

しゃくはち

たけもと

いちかわ さか  た

やま  だ けんぎょう

へいきょく

●375頃  ゲルマン人の大移動
●395  ローマ帝国東西に分裂

●481  フランク王国建国

●教皇グレゴリウス１世
　（在位590～604）

●800  カール大帝戴冠
　西ローマ帝国の復活

●962  神聖ローマ帝国成立

●スコラ学が始まる

●1054  東方教会と西方教会の分離
●1088  ボローニャ大学設立
●1096  第１回十字軍

●1241  ワールシュタットの戦い
●1309  教皇のバビロン捕囚（～77）

●1339  英仏百年戦争（～1453）
●1348  ペストの流行

●1453  オスマン軍コンスタン
　ティノープルを占領
　ビザンツ帝国滅亡

●1363  ブルゴーニュ公国の最盛期（～1477）

●1455  バラ戦争（～85）

●1534  イギリスの国教会成立
●1545  トリエント公会議（～63）

●1555  アウクスブルクの和議
●1562  ユグノー戦争（～98）

●1609  オランダ事実上独立（48 国際的に承認）
●1598  ナントの王令

●1618  ドイツ三十年戦争（～48）
●1640  イギリス革命（～60）
●ルイ14 世（在位1643～1715）

●1701  スペイン継承戦争（～13）
●1707  大ブリテン王国成立

●ルイ15 世（在位1715～74）
●1740  オーストリア継承戦争（～48）

●1756  七年戦争（～63）
●1776  アメリカ独立宣言

●1789  フランス革命
　（～99）

●イギリスで産業革命

●1804  ナポレオン即位

●1814  パリ陥落
　ウィーン会議

●1830
　七月革命
●1834
　ドイツ
　関税同盟
　発足

●1517  ルターの
　九十五カ条の
　論題

●シェークスピア（1564～1616）

中
世
の
教
会
音
楽

◆単旋律聖歌

ガリア聖歌（フランス）
モサラベ聖歌（スペイン）
アンブロジオ聖歌（イタリア）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
の
聖
歌
｛

◆教会旋法

グレゴリオ聖歌の編纂
9～10cにかけて，各地の
聖歌を整理統合

◆単旋律から多声音楽（ポリフォニー）
オルガヌム

アルス アンティクア
ノートルダム楽派
モードリズム（６種類の
リズムパターン）の使用
３～４声のオルガヌム

世
俗
音
楽

トルバドゥール（12～13c，南フランス）
トルヴェール（12c後半～13c 末，北フランス）
ミンネゼンガー（12c末～14c初め，ドイツ）
マイスタージンガー（14～17c，ドイツ）

アルス ノヴァ
自由なリズムと
豊かな響き

トレチェント
イタリアの
14世紀の音楽
旋律表現の方法
に関心

ブルゴーニュ楽派
ブルゴーニュ公国
（首都ディジョン）
の宮廷で活躍し
た音楽家

◆黒符定量記譜法に代わり
　白符定量記譜法が用いら
　れるようになる

フランドル楽派
フランドル地方
（現在の北フラン
スから南オラン
ダの地域）出身の
音楽家
４声部の均整の
とれた模倣ポリ
フォニー

◆宗教改革以降の教会音楽
ドイツ：コラール，カンタータ
イギリス：アンセム

◆16 世紀後半の教会音楽
パレストリーナの作品が
教会音楽の理想と見なさ
れる
聴き取りやすい歌詞，清
澄で優美な響きが特徴

◆16 世紀後半の世俗音楽
マドリガーレ（イタリアの
世俗声楽曲）の流行
16c末には，英訳されイ
ギリスでマドリガルとして
流行

◆オペラの誕生とその主要都市
フィレンツェ
　→ヴェネツィア
　→ナポリ

モノディー様式
独唱を通奏低音で伴奏する声楽曲

◆長調と短調の確立

パリ宮廷のオペラ　リュリとラモーらの活躍

さ
ま
ざ
ま
な
器
楽

教会ソナタ
室内ソナタ
コンチェルト グロッソ
ソロ コンチェルト
組曲，変奏曲，フーガ
（コレッリ，ヴィヴァルディの器楽曲）

◆フォルテピアノの開発（1700頃）
◆ブフォン論争（1752～54）
◆ピアノ ソナタ，交響曲の発達

前古典派
ベルリン楽派，ギャラント様式（華麗に装飾された旋律に，簡素な和音伴奏が付けられた様式）
マンハイム楽派による交響曲の発達

ウィーン古典派
ハイドン
　モーツァルト『２台のピアノのためのソナタ
　　ベートーヴェン

ヴィルトゥオーソの活躍
ショパン，リストの
コンサート
パガニーニの演奏

リートの隆盛
シューベルト，
シューマンの歌曲

バッハとヘンデルの活躍

へんさん

◆３声のシャンソン
（フランス語の歌詞による世俗歌曲の
総称。恋愛を題材とした歌詞が多
く，15～16cにかけて多声のシャン
ソンとして発展）

せい

ちょう

J.S.バッハ『ブランデンブルク協奏曲』（1721以前に作曲）

 ニ長調』（1781）

114 115

資
料 資

料

19ピアノ
（piano／pianoforte） ハ

❶ピッコロ（piccolo）
❷フルート（flute）

❸オーボエ（oboe）
❹イングリッシュホルン（English horn）
❺クラリネット（clarinet）

❻バスクラリネット（bass clarinet）
❼ファゴット（bassoon／fagotto）

❽コントラファゴット（contrabassoon／contrafagotto）
❾ホルン（horn）

10トランペット（trumpet）
11トロンボーン（trombone）

12チューバ（tuba）
13ティンパニ（timpani）

14ハープ（harp）
15ヴァイオリン（violin）

16ヴィオラ（viola）
17チェロ（violoncello）

18コントラバス（double bass／contrabasso）
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　オーケストラは，木管楽器群，金管楽器群，打楽器群，弦楽器群からなる大合奏です。
楽曲によっては，ハープや鍵盤楽器が加わることもあります。また，使われる楽器や各パートの人数なども
曲によって異なります。

❶ ❷ ❸ ❹

❺❻ ❼ ❽
❾

10 11 12

13

14

15

15
16

17 18

19

　オーケストラの楽器の
配置にはいろいろな方法
があり，右図に示したの
は，現在一般的にみられ
る配置の一例です。楽器
群ごとにまとめると，音
色が溶け合いやすくなっ
たり，まとまった演奏が
しやすくなったりします。

（第１ヴァイオリン）

（第２ヴァイオリン）

Picc. Fl. Ob. E-hrn.

Cl.B-Cl. Fg. C-fg.

Trp. Trb.

Timp.

Hrn.

Tba.

Hrp.

Pf.

Vl.Ⅰ

指揮者

Va.

Vc. Cb.

Vl.Ⅱオーケストラ　Orch.
木管楽器群　W.W.
金管楽器群　B.W.
打楽器群　Perc.
弦楽器群　Str.

※楽器ごとに写真の縮尺は異なる。
※欧文表記は英語。併記は英語／イタリア語。

オーケストラの編成

楽器の配置

楽器の音域
　オーケストラに通常用いられる各楽器の音域は，以下のとおりです。クラリネットなどの移調楽器については，
実音を示しています。

12

（教科書P.28・29)

（教科書P.30・31)

BGMをつくるという題材で，場面の
雰囲気に合う音楽をイメージし，思い
や意図をもってつくることができます。

（教科書P.108～113)

（教科書P.114～117) （教科書P.107)

音符，記号，用語，音階，和音，
コードネームなど各種の事項を
6ページにまとめました。楽譜
に関することを，生徒自身で調
べることができます。

オーケストラで一般的にみら
れる楽器の配置例やそれぞれ
の音域をまとめています。

巻末の年表では，楽しいイラストと
ともに，古代から現代までの西洋音
楽と日本音楽の流れを並行して概観
することができます。

楽典

音楽史年表

オーケストラの編成

サウンド系とメロディー系の２
つのタイプについて，それぞれ
詳しい手順を掲載しました。


